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文京区青少年対策地区委員会連絡会
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冠省

　平素、文京区の青少年のためにご尽力賜り誠に有難うございます。

子どもたちは私たち皆の宝であり、誰しもが子どもたちの健やかな成長を願っています。そして彼らがそれぞれに豊かな人生を送れるよう、良い教育が備えられることを望んでいます。でも、これは学校だけの問題でしょうか。不幸な事件が子どもたちの間で相次ぐ昨今、私たちは子どもを育てること、教育することを根本から問い直さなければならないのではないかと思います。

　文京区の教育委員会が五中と七中を統合し、新大塚公園と教育センターを壊して、そこに統合校を建設する案を昨年10月突如持ち出しました。（詳細は別紙チラシをご参照ください）

しかし、４０年を超えて人々の暮らしに深く根付き、子どもたちを心身ともに育てている公園を壊して良い学校を作るという教育委員会の考えはどこかおかしくはないでしょうか。子どもたちの教育を考える時、私たちが何よりも大切にしたいのは、いのちを大切に、人と人とが助け合って生きて行く、そのこころではないかと思います。本当により良い教育をと考えるなら、子どもたちの心身を育む緑豊かな新大塚公園を壊さないで、是非、立派な中学校を現在の中学校の敷地に実現して頂きたいと思います。沢山の木々を切り倒し、人々の、子どもたちの願いを踏みにじって行う教育･････それは本当に子どもたちのいのちを守り、こころを健やかに育てるものなのでしょうか。

　地区対委員の皆さまには、どうか今一度長い目で文京区に育つ子どもたちの将来のことをお考え下さり、一度壊されたら二度と戻らない貴重な自然の空間を子どもたちに残せますよう、ご協力をお願いいたします。
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